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産婦人科医数と出生1000人当たり産婦人科医数推移   

全国的には、産婦人科医は減少しているものの、出生数あたりの産婦人科医は横ばい。  

また、都道府県における産婦人科医の増減には差がある。（産婦人科医とは、産科及び  
産婦人科を主な診療科として医療機関において従事している医師）  
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厚生労働省大臣官房統計情報部医師・歯科医師・薬剤師調査   



○青森県で産科・婦人科を標模する17病院※に勤務する産婦人科医52名に対して  

アンケート調査を実施。（※一部県外の病院を含む。大学付属病院は除く0）  

○ 回答率   

■15施設（88．2％）  

・34医師（65．4％）  

○ 結果の概要  
・過当たり平均勤務時間数：68時間  

・月当たり当直回数：8回  

（宅直の場合には、月当たり18日）  

平成18年度青森県委託事業「青森県における産科医療の現状と将来展望に関する調査研究」  
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緊急医師確保対策につじ、‡（平成19年5月31日政府与党） 

6、医師不足地域や診療科で勤務する医師の養成の推進  

地域や特定の診療科で医師が不足している現状に対応し、奨学金を活用して都道府県が定める地域や診療科に確実に医師  
が配置できるための医師養成数の緊急臨時的な増加を行う。さらに、地域の医療に従事する医師数の増加を図るため、医学  
部における地域枠の拡充を図るとともに、医師養成総数が少ない県においては、医師の養成数を増加させる。また、臨床医を  
養成する医育機関の在り方についても検討する。   



医師不足地域に対する国レベルの緊急臨時的  

医師派遣システムの構築  

災害時の医師派遣の仕組みに準じ、都道府県からの要請に応じ、医師不足の深  
刻な病院に対し、全国規模の病院グループ等から、ローテーションで医師を派遣  
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する体制を国レベルで整備することを想定している。  
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3．女性医師等の働きやすい職場環境の整備  

ー女性の医師や看護職員が利用しやすい保育所（院内保育所、24時間保育、病児保育等）  
を普及する。  

・離職している女性医師が、復職するために必要な研修を実施する病院等への支援や、  
現在実施中の女性医師バンクの実施体制の充実を図り、復職支援を支援する0  

【女性医師バンクの拡充など】  【保育所等の充実】  
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①研修医の都市への集中の是正のため、臨床研修病院の定員数を削減する。  
②大学病院を含む臨床研修病院の臨床研修の在り方を見直し、地域への医師派遣  
機能を有する病院を優遇する。  
③臨床研修後の専門医（医師国家試験合格後5～6年で到達）に向けた研修につい   

て、地域医療への従事を要件とすることや、その研修を行う病院については、医   
師派遣機能を有することを要件とすることなどを検討する。  

是正後  
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5－1．産科医療補償制度  

今
ま
で
は
 
 

補償なし   

（医師賠償責任保険等への求償）  

無過失補償制度の創設   



5－2・診票子〒嘉こ焦る交互宍韓まの華美イメジ  

診療行為に係る死因究明制度を構築することにより、医療死亡事故の真相の解明と医  
師の責任範囲の明確化を図る。  
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6．医師不足地域や診療科で勤務する医師の養成の推進  
医師を養成するための医学部定員を、  医師が不足する地域や診療科で勤務する   

一定期間、臨時応急的に増加する。  
・地域への医師の定着を図るため、大学医学部における地域枠の拡充のための  
誘導策を充実する。  
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